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1.研 究の目的と背景

　本研究は,教 育実習が実習生だけでなく指導教員の

成長を促す ものであることに着 目し,幼 稚園教育実習

を通して実習生と指導教員が相乗的に高まる状況を確

認す るとともに,そ のメカニズムを考察することを 目

的とする。

　教育実習が教員養成の要であることは言 うまでもな

い。実習生は,教 育実習によって大きく成長する。教

育実習と実習生の成長との関係については多くの研究

が存在する。一方,教 育実習は,現 場で実習生の指導

にあたる教員にとっても,自 らの教育観や子 ども観

指導法など,自 分自身を見つめなおす機会となる。多

くの指導教員は,教 育実習を通 して,実 習生の成長 と

ともに自己の変容 を感 じているであろ う。教育実習に

おいて実習生と指導教員が相乗的に向上することを明

らかにすることで,よ り充実した教育実習の実施が期

待できると考え,今 回の研究にいたった1)。

2.研 究の方法

　 実習生に対 しては,実 習開始 時 ・中間時 ・終了時の

3回 にわたって,ア ンケー トを実施 し,実 習生の変容

を見 ることに した。アンケー トは,子 ども観 ・保育観 ・

効力感 ・職 業的同一性 の4観 点か らな る39項 目で構成

され てい る。 また,実 習終了時には,実 習開始の頃 と

比べて 自身 がかわった と思 うことにっいての 自由記 述

欄 を設 けた。

　指 導教員 に対 しては,保 育終了後の実習生 とのカ ン

フ ァレンスに関す る記録 を実施 した。記録 の内容は 「カ

ンファ レンスの議題内容 」 「カ ンファレンスを通 して実

習生 が学んだ こと」 「カ ンファレンスを通 して教員 自身

が学んだ こと」「カ ンファ レンス後,教 員 同士で打 ち合

わせ た こと」の4つ の内容 であ る。

3.結 果 と考察

(1)ク ラス ター分析 による結果

　 2回 目の調査時 には欠席者がいたた め以下の分析か

らは除外 した。1回 目お よび3回 目の子 ども観,保 育

観,効 力感,職 業的 同一性得点 を基 に,実 習生相互の

ユー ク リッ ド距離の 自乗 を求 め,ワ ー ド法 によるクラ

ス ター分析 を行 った。デ ン ドログラムの形状な どを考

慮 して,図1に 示 した よ うな5ク ラス ター解 を採用 し

た。

　 第1ク ラ ス タ ー は,3,2,17,12,1,20番 の6

人 か ら成 る ク ラ ス タ ー で あ り,第2ク ラ ス タ ー は,7,

10,4,5,8,15番 の6人 か ら成 る ク ラ ス タ ー で あ っ

た 。 第3ク ラ ス タ ー は,6,19番 の2人,第4ク ラ ス

タ ー は9,11番 の2人 か ら成 る ク ラ ス タ ー で あ り,第

5ク ラ ス タ ー は,18,16,13,14番 の4人 か ら成 る ク
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ラスターであった。

　 これ らのク ラス ター ごとの1回 目と3回 目の子 ども

観,保 育観,効 力感,職 業的同一性 平均得 点を示 した

ものが図2で あ る。 クラスターの人数 が少 な く,分 散

分析 を適用 す ることはできないが,こ の図2を み ると

わか るよ うに,子 ども観,保 育観 と1回 目の効力感得

点には,あ ま り大 きな違 いは見 られ ない よ うであ る。

しか し,3回 目の効 力感 得点が上昇 してい る第2,5

ク ラスターに比べ ると,他 の第1,3,4ク ラスター

ではむ しろ低 下 してい るよ うであ る。職 業的同一性 得

点 が も とも と高 くかつ上 昇 してい る第3,5ク ラス

ターに比べ,も ともと低 い上に低 下 してい る第4ク ラ

ス ター,は じめは 中間的で上昇 した第2ク ラスターに

対 して低 下 した第1ク ラス ター とい う特徴 がみ られ

る。 第3ク ラスター と第5ク ラス ターの違 いは,第5

ク ラスターでは効 力感 が上昇 してい るのに対 して第3

ク ラスターでは低 下 してい る点にあ る。

　 以上の ことか ら,第1ク ラスターは,効 力感 が低 下

し中間的職 業的同一性 も低下 した グル ープ,第2ク ラ

ス ターは,効 力感 が上昇 し中間的職 業的同一性 も上昇

した グル ープ,第3ク ラスターは,効 力感 は低下 して

い るが高い職 業的同一性 が上昇 したグル ープ,第4ク

ラスターは,効 力感 が低 下 し,低 い職 業的同一性 が さ

らに低 下 した グル ープ,第5ク ラスターは,効 力感 が

上昇 し,高 い職 業的同一性 が上昇 した グル ープ と考え

られ る。

　 次に,各 ク ラス ターの指導教員 に よる子 ども理解 の

評 定平均値 を比較 してみた。 第1ク ラスターでは3.8,

第2ク ラスターでは4.5,第3ク ラスターでは4.5,第

4ク ラスターでは4.0,第5ク ラス ターでは4.5,と なっ

てお り,効 力感 が低下 し中間的職業的 同一性 も低下 し

た第1ク ラス ター と,効 力感 が低下 し,低 い職業的 同

一性が さ らに低下 した第4ク ラス ターの2つ の クラス

ターでやや低 くな ってい るよ うで ある。

　 同 じ2人 グループで はあるが,効 力感は低下 してい

るが高い職 業的同一性が上昇 した第3ク ラス ター と効

力感が低下 し,低 い職業的同一性が さ らに低下 した第

4ク ラス ターの第3回 目の調査時の 自由記述 を比較 し

てみた。

　分析 にはR(RCore　 Team,2013)を 用いた。文章

単位 に分割 し,京 都 大学情報学研 究科 と日本電信電話

株式会社 コ ミュニケー シ ョン科学基礎研 究所の共 同研

究ユニ ッ トプ ロジェク トによるMeCabを 用いて,そ れ

ぞれの文章の名 詞 ・動詞 ・形容詞 ・接続詞 について,

原型 に変形 した後,頻 度1以 上の形態素 について クラ

ス ター ごとにbigramの 共生起行列 を求 め,　igraphを 用

いたネ ッ トワー ク分析 によ り関係 を図示 した ものが,

それぞれ図3と 図4で ある。

　 どち らの クラス ター も2人 分の記述のた めかな り少

ない形態素 しか見 られ ない。第3ク ラスターでは,「 幼

児」 「す る」 「思 う」 を中心 とす る比較的複雑な連鎖 と

「子 ども」「実習」のま とま り,「意欲」「教師」「将来」

のま とま り,「 思い込み」 「かわ る」のま とま りとい っ

た複数のま とま りがみ られ る。 これ に対 して,低 い職

業的 同一性 が さらに低下 した第4ク ラス ター の方 が,

「様 々な」「子 ども」を中心 とす る単純 な連鎖 と 「自信」

「なくす」の連鎖の よ うに単純な構造 にな ってお り,

また 「自信 」 「な くす」や 「難 しい」 「思 う」の よ うな

否定的な形態素の連鎖が見 られ る。
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　 次に,同 じ6人 グループではあ るが,効 力感 も職 業

的同一性 も低 下 した第1ク ラスター と,効 力感 も職 業

的 同一性 も上昇 した第2ク ラス ター につ い て も同様

に,頻 度1以 上の形態素のbigramか らネ ッ トワー ク構

造 を求め,そ れ ぞれ 図5と 図6に 示 した。

　 どち らも人数 が多いため,第3,第4ク ラスター よ

りも多 くの形態 素がみ られ る。効 力感 も職 業的同一性

も低 下 した第1ク ラス ターではあ るが,そ の 自由記 述

は,「 子 ども」を 中心 とし 「見 える」「つかめ る」「感 じ

る」「知 る」「関わ る」といった動詞や 「目線 」「考 え方」

「現状」 といった名詞 な どの複雑 な連鎖 がみ られ,さ

らに 「子 ども」 とはつなが らない 「教師」 「一線 」 「保

つ」や 「口」 「出す 」,「うま く」「伝 える」,「毎 日」「反

省 」,「感謝 」 「気持 ち」 「もつ」,「接 す」 「感 覚」 「分か

る」 といった教 師のあ るべき姿に関す るい くつかの グ

ル ープがみ られ る。

　 これに対 して,効 力感 も職 業的同一性 も上昇 した第

2ク ラスターでは,形 態素の多 くが 「子 ども」を 中心

に した複雑なグループ を形成 してお り,ほ とん どが 「子

ども」に関連す る記 述になってい ると考え られ る。 そ

の他 に,「 責任 」「学ぶ」,「面 白い」「気 付 く」,「過 ごせ

る」「楽 しい」といった肯定的な感想 と思われ る形態素

の グル ープがみ られ る。

　 さらに,4人 グループの効力感 も職業的 同一性 も上

昇 した第5ク ラス ターの 自由記述 について 同様 に,頻

度1以 上 の形態素 のbigramか らネ ッ トワー ク構造 を

求 め,図7に 示 した。この図7か らわか るよ うに,「 子

ども」 を中心 と した 「姿」 「実態」 「イ メー ジ」 「体験」

や 「考 える」「関わ る」「体験す る」「聞 く」 とい った複

雑 な連鎖 と 「声」 「か け」,「深ま る」 「思 う」 な ど単純

な連鎖な ど,複 数のま とま りがみ られ,人 数が多い こ

とによる影 響 もあるが,第3ク ラス ター よ りも 「子 ど

も」 を中心 とした連鎖が,よ り複雑な構造 にな ってい

る。

　第1回 目と第3回 目の子 ども観,保 育観,効 力感,

職業 的 同一性 の尺度 得点 に基 づ くクラス ター分析 で

は,図1・ 図2の とお り実習生は,以 下の よ うな特徴

をもつ5つ の クラス ター に分類 された。各 クラス ター

と指導教員 との対応関係 をみ る と,表1の よ うにな っ

てい る。
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表1　 クラスターの特徴 と指導教員との関連

クラスター

第1

第2

第3

第4

第5

効力感が低下 し中

間的職業的同一性

も低下

効力感が上昇 し中

間的職業的同一性

も上昇

効力感が低下 して

いるが高い職業的

同一性が上昇

効力感が低下 し,

低い職業的同一性

がさらに低下

効力感が上昇 し,

高い職業的同一性

が上昇

熟達

A(3),C

(1),E(2)

A(1),C

(1)

E(1)

C(2)

E(1)

新任

B(3),D

(1)

B(1)

D(3)

O内 は実習生数

　 5つ の クラスターを,効 力感 と職 業的同一性 得点の

上昇 ・下降の組 み合 わせ か ら再整理 す ると,表2の よ

うな3つ の グル ープに分け られ る。 まず,両 者 とも下

降す るグループは,熟 達教員 に配属 された学生であ り,

両者 とも上昇す るグループは,新 任 教員 に配 属 され た

学生が多い(10名 中7名)

第2

第3

第4

第5

・「子 ども」を中心に した複雑 なグループを

形成 してお り,ほ とん どが 「子 ども」 に

関連す る記述 になってい る。

・肯定的な感想 と思われ る形態素の グルー

プが見 られ る。

・「幼児」 「す る」 「思 う」 を中心 とす る比較

的複雑 な連鎖 が見 られ る。

・「こ ども」「実習」のま とま り,「意欲」「教

師」 「将来」のま とま り,「 思い込み」 「か

わ る」のま とま りとい った複数のま とま

　りが見 られ る。

・「様 々な」 「子 ども」 を中心 とす る単純 な

連 鎖が見 られ る。

・否 定的な感想 と思われ る形態素の連鎖が

見 られ る。

・「子 ども」を中心 とした複雑な連鎖 と 「声」

　 「かけ」,「深 まる」「思 う」な ど単純 な連

鎖な ど,複 数 のま とま りがみ られ る。

・「子 ども」を中心 とした連鎖が ,よ り複雑

な構 造になってい る。

表2　 類似クラスターの特徴 と指導教員との関連

クラスター

第1,

4

第2,

5

第3

効力感が低下,職

業的同一性が低下

効力感が上昇,職

業的同一性が上昇

効力感が低下,職

業的同一性が上昇

熟達

A(3),C

(3),E(2)

A(1),C

(1),E(1)

E(1)

新任

B(3),D

(4)

B(1)

　また,図3か ら図7に 表れ てい る第1ク ラスターか

ら第5ク ラス ター のbigramに よるネ ッ トワー ク分析

の結 果をま とめた ものが表3で あ る。

表3　 クラスター ごとのネ ッ トワーク分析

　 5つ の クラス ター を,効 力感 と職業的 同一性得点の

上昇 ・下降の組み合わせか ら再整理す る と,表4の よ

うな3つ の グループ に分 け られ る。まず,両 者 とも下

降す るグループは,「子 ども」を中心 とした複雑 あるい

は単純な連鎖が見 られ るが,そ れ に加 えて教師の ある

べ き姿や 自身 に対す る否定的な感想が見 られ る。両者

とも上昇す るグループ は,「子 ども」を中心 とした複雑

な連鎖が見 られ,ま た肯定的な感想が見 られ る。

ク ラス

ター

第1

ネ ッ トワー ク分析

・「子 ども」 を中心 とした複雑 な連鎖が見 ら

れ る。

・「子 ども」 とはつ なが らない教師のあるべ

き姿に関す るい くつかのグル ープが見 ら

れ る

表4　 類似クラスターの特徴と

　　　　　　　　ネッ トワーク分析との関連

クラス ター

第1,

4

第2,

5

効力感が

低下,職

業的同一

性が低下

効力感が

上昇,職

業的同一

性が上昇

ネ ッ トワー ク分析

・「子 ども」を中心 とした複雑あ

るい は 単純 な連 鎖 が見 られ

る。

・教師のあ るべ き姿 に関す るグ

ル ープが見 られ る。

・否 定的な感 想 と思われ る形態

素の グループが見 られ る。

・「子 ども」を中心 とした複雑な

連 鎖が見 られ る。

・肯定的な感 想 と思われ る形態

素の グループが見 られ る。
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第3 効力感が

低下,職

業的同一

性が上昇

・「幼児」 「す る」 「思 う」 を中心

　とす る比較 的複雑 な連 鎖が見

　られ る。

・「こ ども」「実習」のま とま り,

「意欲」「教師」「将来」のま とま

　り,「思 い込み」 「かわ る」の

ま とま りといった複数 のま と

ま りが見 られ る。

(2)指 導教員による実習生とのカンファレンスの記録

　の結果

　教育実習期間中は,保 育終了後,指 導教員 と実習生

とで,保 育に関するカンファレンスを行っている。カ

ンファレンス終了後の指導教員による記録の結果,指

導教員 自身が学んだことについて次のような特徴が見

られた。

①　熟達教員

くカンファレンス1>

　友 だちに手が出ていた子 どもに実習生がかかわ ろ

うとす ると,怒 って心を閉 ざ して しま う子 どもに ど

の よ うにかかわった らよかったのだ ろ うか とい うカ

ンフ ァレンスを通 して。"け んかを してい る時 こそ,

冷静 に落 ち着 いてかかわ ることが大事だ と思 う。な

ぜや って しまったのか,や らざるを得なか ったのか

を受 け止 め ることが大事。]正直に本当の ことを話せ

る よ うにな るのは特 に大事だ と思 う"と 指導教員は

保育で大切 に したい ことについてふ りか えってい る。

②　新任教員

くカンファレンス4>

<カ ンフ ァレンス2>

　子 どもと子 どもをつな ぐかかわ りとは とい うカ ン

フ ァレンスを通 して。"自分一人では見 えていなか っ

た子 ども同士のかかわ りを知 ることがで きた。友だ

ち とのかかわ りが広 がってい る姿。一方で うま くか

かわっていない姿な ど。 もっ と気 をつ けて見てい く

必要 がある"と い うよ うに,指 導教員 は 自身が見 え

ていなかった ことに多様 な 目で見 ることで気づいた

ことにふれ ている。

　カ ンファレンスの議題 について とい うよ りは,カ

ンファ レンスの進 め方 自体 を模索 している。"子 ども

の姿を よみ とった り子 どもの気持 ちに寄 り添 った り

す る こ とが大切!と い う話 を した ら次 の 日のカ ン

フ ァレンスでは子 どもの姿 についての話 しか出てこ

ない。 カ ンファ レンスのや り方 を工夫 しなけれ ば"
"た くさん話 を してい る気がす るけれ ど想像 してい

た よ りは相手(実 習生)に 伝わ ってい ない。た だこ

なす だ けではダメ!"こ の後,指 導教員 は昨年 の 自

身の実習生 としての体験 と絡 めなが ら"実 習 をただ

こなすだ けとい う思いでは違 う"と い う内容 を実習

生に伝 えてい る。

<カ ンファ レンス5>

<カ ンフ ァレンス3>

　 子 ども同士の トラブル の際に,素 直になれず事実

を ごまか して しま う子 どもに ど うかかわった らよい

のか とい うカンファレンスを通 して。"ト ラブル の解

、決 はパ ター ン化す ることはできず,一 人ひ と りに応

じたかかわ りの大切 さを再認識 す るとともに,実 習

生 が子 どもの心をほ ぐす ことがで きるよ うに しっか

り向き合お うとす る思いを感 じている"。 つま り,指

導教員は実習生 のよ さを受 け止 め よ うとしている。

　 カ ンファレンスの議題 について とい うよ りは,カ

ンファレンス を通 して 自分 自身 をふ りか えった り,

カ ンファ レンスの進 め方 についてふ りか えった りし

てい る。"反省 を聞いた り今 日の保育者 の姿 を見 た り

した 中で,や は り 「楽 しむ」 は とて も大事だ と思 っ

た。保 育者が どこに立 って どん な表情で,ど ん な仕

草で存在 してい るか とい うこ とは,子 どもに とって

大 きな影響 があるのだ と思 う""学 年合 同でカ ンフ ァ

レンスをす る ことで,そ の進 め方や投 げか け方 にっ

いて勉 強になった。 反省 を言 ってそ こか らまた深 め

合 うことがで きるよ うに,ど う投 げか けて どうい う

順番 で投げかけてい くかが大切 だ と思った。また 「今

日の こと」だけでな く,「今 日+今 後 につなが る」指

導 を してい くことが大切だ と思 った"と 振 り返 るこ

とを積 み重ねてい る。

③　考察

　熟達教員は,実 習生のよさを受け止めた り,実 習生

と共に学ぶことの意義を感 じた りしている部分もある

が,む しろ保育 として大切なことを再認識 しているこ

とについての記述が多く見 られた。熟達教員は保育 と

して大切なことを経験 として多 く得ているだけに,実

習生か らの問いがあった際に,自 分の中にある知識や

保育観などを伝えなが ら,そ の大切さを再認識 してい

ることが多いととらえられる。

　一方,新 任教員はカンファレンスでの実習生の反応

か ら自身のカンファレンスの進め方を模索 した り,実

習生のよさか ら学んだ りするな ど,実 習生 との呼応関

係 に関する記述が多 く見 られた。新任教員は経験が浅

いだけに,指 導教員 としての使命感や責任感 に伴い,

実習生の状況をより詳 しく把握 しようとする姿勢が う
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かがえる。また,自 身が教育実習生として教育実習を

経験 したことが近い過去にあっただけに,よ り実習生

の立ち位置に近い場所で実習生の姿をとらえようとし

たともとらえられる。

(3)総 合考察

　実習生のアンケー トから導き出したクラスター分析

や,指 導教員によるカンファレンスの記録 より,次 の

ことが分かった。

・クラスター分析によると,実 習生の効力感 ・職業的

　同一性が実習期間中に上昇したグループは,新 任教

　員に配属された学生が多く,逆 に下降 したグループ

　は,熟 達教員に配属された学生が多い。
・クラスターごとのネッ トワーク分析によると,実 習

　生の効力感 ・職業的同一性が教育実習期間中に上昇

　 したグループは,「子 ども」に関する複雑な連鎖の記

　述や肯定的な感想が見られた。逆に下降したグルー

　プは,「子 ども」に関する連鎖の記述もあるが教師の

　あるべき姿や 自身に対する否定的な感想の記述が見

　 られた。

・指導教員による実習生とのカンファレンスの記録に

　 よると,新 任教員は実習生との呼応関係 をより意識

　 していることが分かった。一方,熟 達教員は保育と

　 して大切なことを再認識 していることが多い。

こ とが望まれ る。

　 2点 目は,熟 達教員の成長 に関 してで ある。熟達教

員 に配属 された学生 は,逆 に下降す るケースが見 られ

た。 これ は,熟 達教員 と実習生で は,力 量の差が大 き

く,実 習生は効力感 も職業的 同一性 も低下せ ざるを得

なかった とも考え られ る。 「自分が保 育をす るとクラス

が なかなかま とま らない けれ ど,先 生が保育 をされ る

とす っ とクラスがま とま る」 とい う実習生の声か らも

その こ とが うかが える。 しか し,教 育実習の性質 を考

えれば,こ の よ うな力量の差 を克服す る指導が望まれ

る ところで ある。つま り自身の保育経験か ら語 ると同

時 に,実 習生 との呼応 関係 を意識 し,個 々の実習生の

状況 を理解 し,個 々に応 じた指導の あ り方 を模索す る

こ とが望まれ る。

　 3点 目は今後の展望 についてで ある。今回実施 した

クラス ター ごとのネ ッ トワー ク分析の結果 を生かす こ

とが期待 され る。つま り,今 回は 「子 ども」 に関す る

記述が複雑で あるほ ど,効 力感 ・職業的 同一性が上昇

す るとい う関連が見 えた。 したが って,カ ンファ レン

スの際 に 「子 ども」 を どの よ うに とらえて,ど の よ う

にかかわ る とよいのか とい うこ とな どを共 に語 り合い

なが ら具体的 に深 めてい くことが,実 習生 と指導教員

が相乗的 に向上 してい ける教育実習 を構築す ることに

つ なが ると とらえ られ る。

　以上のことから,次 の3点 が考察として述べられる。

　 1点 目は,新 任教員の成長に関してである。新任教

員に配属された実習生は効力感 ・職業的同一性が上昇

した。新任教員の場合,実 習生が目指すモデルとして

身近であるため,特 に実習指導上の技能や配慮が多く

なくても,効 力感や職業的同一性の上昇につながった

と考えられ る。また,新 任教員 自身が実習生との呼応

関係を非常に意識 していることが実習生にも伝わ り,

相乗的な向上につながったと考えられる。今後は,実

習生との呼応関係 を積み上げながら保育として大切な

ことをカンファレンスの中で深めていけるようにす る
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